
　

松
﨑
前
会
長
が
突
然
、
今
年
の
５
月
の
連
休
中
に
ご
逝
去
さ
れ
、人
生
の
は
か
な

さ
を
感
じ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
が
、こ
の
た
び
、６
月
の
理
事
会
で
会
長
に
選
任
さ

れ
た
青
森
市
の
齋
藤
で
す
。

　

３
万
３
千
人
も
の
本
県
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
健
康
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
責
任

は
重
く
、皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

未
だ
治
療
法
の
見
つ
か
ら
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

を
大
き
く
脅
か
し
続
け
て
お
り
ま
す
。
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
様
々
な
規
制
と
し

て「
３
密
禁
止
」「
外
出
自
粛
」「
集
会
自
粛
」
は
、老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
根
本
的
に

抑
止
す
る
も
の
で
す
。

　

幸
い
青
森
県
は
陽
性
者
も
少
な
く
、ほ
と
ん
ど
外
部
か
ら
の
感
染
形
態
が
主
流
で

す
。
大
都
市
圏
と
は
、
だ
い
ぶ

様
相
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。９

月
か
ら
は
、「
地
域
共
生
社

会
」の
実
現
を
目
指
し
、
積
極

的
に
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
実

施
す
る
所
存
で
す
。

　

共
に
知
恵
を
出
し
な
が
ら
、

皆
様
方
と
活
動
し
た
い
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

い き い き ク ラ ブ 青 森
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令和２年９月30日
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20番30号
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会
長
就
任
ご
あ
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青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
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昇
一
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県
老
連
評
議
員
会

　

６
月
23
日
（
火
）、
青
森
市
の
ホ
テ
ル

青
森
に
お
い
て
定
時
評
議
員
会
を
開
催

し
、
令
和
元
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
理
事
・
評
議
員
の
補
充
選
任

が
あ
り
ま
し
た
。
選
任
さ
れ
た
方
々
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

新
任
理
事
　

　
　

山
市　

忠
男
（
田
子
町
）

新
任
評
議
員

　
　

松
本　

福
造
（
八
戸
市
）

　
　

久
保　

哲
男
（
五
戸
町
）

収入支出

収入支出 令
和
２
年
度
収
支
予
算
書

令
和
元
年
度
決
算
報
告

基本財産利息収入
2

収入合計 32,343千円

分担金収入
6,160

分担金収入

事業収入
1,249

補助金等
収入
21,603

基本財産
基金取崩収入
2,538

雑収入
791

6,160

事業費支出

事業費支出

特定資産取得支出
125

負担金支出
435

事業費支出

管理費支出
2,614

支出合計 32,343千円

収入合計 25,487千円

事業収入
1,175補助金等

収入
12,426

基本財産利息収入
3

基本財産
基金取崩収入
4,772

雑収入
951

特定資産取得支出
125

負担金支出
603

事業費支出

管理費支出
1,408

支出合計 24,765千円

22,629

分担金収入
6,160

分担金収入
6,160

29,16929,169

22,629
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平
成
29
年
６
月
か
ら

県
老
連
副
会
長
・
理
事

と
し
て
会
長
を
補
佐

し
、ま
た
、令
和
２
年
６

月
に
県
老
連
会
長
に

就
任
し
て
か
ら
も
、老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
推
進
し
、

会
員
増
強
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
優
れ
、人
望
も
厚
く
、役
員
及
び
会
員
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
運
営
し
、老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

齋藤　昇一
（青森市）

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

                                               

　

平
成
12
年
４
月
に
入

会
以
来
、藤
崎
町
老
連

理
事
と
し
て
町
老
連
及

び
単
位
ク
ラ
ブ
の
育

成
、運
営
に
尽
力
し
て

い
ま
す
。特
に
機
関
紙「
白
寿
」の
発
行
責
任
広
報

委
員
長
と
し
て
自
ら
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
写
真
撮

影
、原
稿
を
作
成
し
、毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。会

員
約
１
，４
０
０
名
へ
の
知
識
向
上
、情
報
提
供
、

会
員
の
融
和
、親
睦
と
町
老
連
の
発
展
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

大川　雄弘
（藤崎町）

                                               

　

会
員
の
認
知
症
予

防
の
た
め
に
始
め
た

健
康
麻
雀
で
、若
手
の

男
性
会
員
が
た
く
さ

ん
入
会
し
、ク
ラ
ブ
が

活
性
化
し
ま
し
た
。町

内
盆
踊
り
大
会
の
協

力
や
小
学
生
と
の
地
域
散
策
交
流
事
業
、雑
巾
を

縫
っ
て
小
学
校
や
施
設
に
寄
付
す
る
な
ど
、地
域

を
支
え
る
奉
仕
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
１
回
の
例
会
で
は
楽
し
い
行
事
を
実
施

し
、多
岐
に
亘
り
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

洲先町老人クラブ清明会
（八戸市）

代表者　庄司 正五郎

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

○
優
良
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

                                               

　

村
内
の
行
事
や
各

地
区
に
お
け
る
行
事

に
お
い
て
、若
い
世
代

を
指
導
し
な
が
ら
も

協
力
し
合
い
、古
き
良

き
文
化
や
風
習
を
継

承
し
て
い
ま
す
。

　

村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の

田
植
え
や
草
刈
り
を
、参
加
者
の
中
心
と
な
っ
て

指
導
し
て
い
ま
す
。ま
た
、会
員
同
士
の
親
睦
や
交

流
を
図
る
た
め
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
ト

ラ
ン
プ
大
会
に
加
え
、昨
年
度
よ
り
軽
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
開
催
し
、会
員
の
健
康
維
持
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

田舎館村
老人クラブ連合会

代表者　岩間　茂廣

青
森
県
知
事
表
彰

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

                                               

　

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
就

任
後
、会
員
相
互
の
親

睦
、健
康
づ
く
り
の
推

進
、社
会
活
動
、地
域
と

の
交
流
活
動
を
実
施
し

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。三
沢
市
老
連
の
監
事
と

し
て
、市
老
連
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、連

合
会
運
営
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。ま
た
、三
沢
駅

周
辺
の
清
掃（
ゴ
ミ
拾
い
）、子
供
達
へ
の
声
が
け
、

見
守
り
等
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
地
域
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。 高橋　利雄

（三沢市）

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

                                               

　

平
成
10
年
３
月
か
ら

ク
ラ
ブ
に
入
会
以
来
、

班
長（
理
事
）及
び
女
性

部
長
と
し
て
会
長
を
補

佐
し
、今
日
ま
で
長
き

に
わ
た
っ
て
、そ
の
任
務
を
務
め
て
い
ま
す
。そ
の

後
、市
老
連
女
性
部
員
や
女
性
部
副
部
長（
理
事
）

と
し
て
女
性
部
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
老
連
の
各
種
研
修
会
や
事
業
等
何
事
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、若
い
会
員
た
ち
に
模
範
を
示

し
て
い
ま
す
。

袴田　和子
（十和田市）
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平
成
６
年
か
ら
９
年

間
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
監

事
、平
成
15
年
か
ら
８

年
間
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

女
性
部
長
、ま
た
、平
成

17
年
か
ら
は
町
老
連
女
性
部
副
部
長
と
し
て
、計
17

年
間
役
員
を
務
め
、女
性
部
活
動
を
中
心
に
事
業
の

推
進
と
会
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。ま

た
、郡
の
作
品
展
に
は
習
字
を
出
展
し
、行
事
に
参

加
協
力
し
て
い
ま
し
た
。現
在
は
単
位
ク
ラ
ブ
顧
問

と
し
て
定
例
会
、誕
生
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

郷州　久子
（階上町）

                                               

　

６
ク
ラ
ブ
あ
る
川
内

支
部
長
と
し
て
事
業
全

般
を
統
括
し
各
単
老
会

長
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い

ま
す
。市
町
村
合
併（
む

つ
・
川
内
・
大
畑
・
脇
野
沢
）に
よ
り
、連
合
会
理
事
、

現
在
は
副
会
長
と
し
て
、老
人
福
祉
の
向
上
に
多
大

な
る
功
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、支
部
長
と
し
て
、会
員
が
減
少
し
て
い
る

中
、自
ら
様
々
な
会
議
・
研
修
会
な
ど
に
積
極
的
に

会
員
を
誘
い
出
席
・
参
加
し
て
い
ま
す
。

大山　松子
（むつ市）

                                               

　

純
農
村
地
域
の
中
で

創
意
工
夫
し
な
が
ら
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
を
運
営

し
、楽
し
く
活
動
す
る

こ
と
で
、会
員
の
減
少

を
く
い
止
め
て
い
ま

す
。高
齢
者
と
若
手
と

一
緒
に
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、浪
岡
地
区
で
開
催
し
た
健
康
福
祉
大
学

校
に
は
、会
長
は
じ
め
会
員
を
受
講
さ
せ
、活
性
化

を
図
り
、他
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

徳長新生会
（青森市浪岡地区）
代表者　天内　勇

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

○
優
良
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

                                               

　

単
老
８
ク
ラ
ブ
、会

員
数
182
名
と
規
模
は
小

さ
い
が
、ま
と
ま
り
の

あ
る
連
合
会
で
す
。小

学
校
で
の
田
植
え
、稲

刈
り
、収
穫
後
の
餅
つ

き
大
会
、ま
た
幼
稚
園

で
の
七
夕
会
、お
し
る
こ
会
で
の
世
代
交
流
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

県
老
連
主
催
の
芸
能
発
表
大
会
に
は
、毎
年
多
く

の
会
員
を
参
加
さ
せ
、会
員
の
生
き
が
い
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。 田子町

老人クラブ連合会
代表者　山市　忠男

○
個
人
表
彰

青
森
市

　

蝦
名　

栄
三
郎

　

中
村　

米
一
郎

　

奥
崎　

武
司

　

飯
田　

幸
子

　

長
内　

義
昭

　

横
内　

和
良

浪
岡
地
区

　

天
内　

金
也

　

三
上　

津
由
子

　

斎
藤　

敏
子

　

太
田　

貞
江

　

林　

ユ
ミ

弘
前
市

　

相
馬　

義
信

　

石
田　

勝
子　
　

　

柴
田　

サ
ツ
子

　

小
林　

江
千
子

　

對
馬　

淨

　

石
山　

健
次

　

繁
田　

元
衛

　

一
戸　

久
男

　

木
村　

正
道

　

大
髙　

道
則

　

山
口　

と
き
ゑ

　

佐
藤　

好
和

　

対
馬　

ト
ミ

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰

　

細
川　

和
洋

　

多
田　

克
巳

　

平
山　

捷
代

　

山
本　

正
弘

　

玉
田　

亮
平

八
戸
市

　

岩
川　

正
夫

　

髙
橋　

照
子

　

橋
本　

昇
一

　

出
貝　

悦
男

　

二
部　

譽
嗣

　

北
村　

松
雄

　

森　

鎭
吾

　

中
村　

正
志

　

中
村　

邦
子

　

浜　

信
子

　

工
藤　

み
ち

　

上
條　

キ
サ

　

木
村　

ク
ニ
子

　

工
藤　

利
子

　

大
川　

泰
二

十
和
田
市

　

佐
々
木　

俊
三

　

高
渕　

亮
子

　

中
野
渡　

ミ
ワ

　

岩
城　

京
子

三
沢
市

　

小
比
類
巻　

イ
ク

                                               

　

入
会
時
か
ら
会
員
か

ら
の
人
望
も
厚
く
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

会
員
に
信
頼
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

芸
能
部
で
一
生
懸
命
活
躍
し
て
お
り
、民
謡
は
プ

ロ
並
み
で
浪
岡
地
区
老
連
等
の
行
事
で
は
披
露
し

櫻庭　昭治
（青森市浪岡地区）

て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。県
老
連
主
催
の
健
康
福
祉
大

学
校
に
本
人
含
め
多
く
の
会
員
を
参
加
さ
せ
、リ
ー

ダ
ー
養
成
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
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根
岸　

猛
夫

　

山
田　

妙
子

む
つ
市

　

新
谷　

泰
造

　

佐
々
木　

亘

　

髙
橋　

昭
一

つ
が
る
市

　

工
藤　

勇
一

　

北
澤　

キ
ク
エ

平
川
市

　

中
田　

茂
一

　

工
藤　

フ
デ

平
内
町

　

平
田　

チ
ヤ
子

　

八
鍬　

洋
子

　

蛎
崎　

礼
子

鰺
ヶ
沢
町

　

冨
田　

俊
子

　

小
島　

千
代
枝

深
浦
町

　

後
藤　

文
子

　

本
田　

典
子

　

笹
森　

久
枝

西
目
屋
村

　

三
浦　

の
ぶ

藤
崎
町

　

横
嶋　

正
信

　

斎
藤　

恵
一

　

清
野　

草
名
義

　

小
笠
原　

正
成

　

一
戸　

了

　

佐
藤　

良
精

板
柳
町

　

楠
美　

金
秀

鶴
田
町

　

三
浦　

行
雄

　

瓜
田　

マ
サ
エ

　

澁
谷　

孝
行

　

中
村　

重
一

七
戸
町

　

中
村　

定
男

六
戸
町

　

山
内　

サ
ヨ

三
戸
町

　

大
羽
沢　

源
市

　

水
梨　

正
夫

　

藤
原　

文
子

田
子
町

　

大
坊　

い
し

　

中
山　

敬
子

　

中
山　

す
ぎ
子

南
部
町

　

山
﨑　

理
市

　

栗
山　

国
勝

階
上
町

　

中
村　

武
雄

　

内
城　

光
一

〇
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

西
千
刈
町
和
加
寿
会

　
（
代
表
者　

工
藤　

三
郎
／
青
森
市
）

　

さ
さ
り
ん
ど
う
ク
ラ
ブ

　
（
代
表
者　

長
谷
川　

忠
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
浪
岡
地
区
）

　

富
田
町
第
二
町
会
白
寿
会

　
（
代
表
者　

鈴
木　

勝
男
／
弘
前
市
）

　

類
家
五
丁
目
夢
く
ら
ぶ	

　
（
代
表
者　

橋
本　

昇
一
／
八
戸
市
）

　

西
花
園
会

　
（
代
表
者　

岩
隈　

甚
七
／
三
沢
市
）

　

中
沢
老
人
ク
ラ
ブ
白
寿
会	

　
（
代
表
者　

坂
本　

一
春
／
蓬
田
村
）

　

久
井
名
舘
松
葉
会

　
（
代
表
者　

佐
藤　

キ
ク
ヱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
藤
崎
町
）

〇
特
別
感
謝

　
（
県
老
連
役
員
及
び
評
議
員
４
年

　
　
　

以
上
で
退
任
し
た
方
）

　

三
浦　

順
平
（
五
戸
町
）

　
　

評
議
員
７
年
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来賓祝辞 式辞

むつ会場
開催日時 講座内容 

7月29日 ・入学式
・介護予防の健康体操

8月21日 ・お薬と賢く付き合いましょう
・ニュースポーツ・ボッチャ等

9月4日 ・施設見学　「ジオパークの名所をめぐる」

10月12日 ・みんなで支え合うまちづくり
・楽しく安全にノルディック・ウォーキング

開催日時 講座内容 

10月28日 ・レクリエーション活動の学習とその実技

11月9日 ・幸せな遺言
・しめ縄作り

11月20日 ・老人クラブリーダーとして期待する
・卒業式

　7月29日（水）、むつ市　むつ来さまい館イベントホールBにおいて、令和２年度第25
期青森県老連健康福祉大学校入学式を行いました。入学式では、永安俊介青森県高齢福
祉保険課長、須藤勝広むつ市福祉部長、遠藤雪夫むつ市社会福祉協議会長よりご祝辞を
いただきました。
　この大学校は、県補助金を活用し、健康づくり活動を通して老人クラブ活動及び地域
活動のより一層の充実を図るため、開講しています。今年度も、むつ市、五所川原市、
西目屋村の３か所で行います。昨年度までの卒業生は1,199名で、市町村老連会長や副会
長、女性部長等で各地域において活躍されております。
　老人クラブ未加入者も入学を認めており、むつ会場では36名の方が入学されました。
それぞれの会場で介護予防やレクリエーション活動など座学・実技を行い、健康づくり
をはじめとした地域活動を推進する総合的なリーダーを目指します。
　五所川原会場は10月7日より、西目屋会場は10月23日より開校予定です。

令和２年度健康福祉大学校開催

青森県高齢福祉保険課
課長　永安 俊介 氏

むつ市福祉部
部長　須藤 勝広 氏

むつ市社協
会長　遠藤 雪夫 氏

齋藤 昇一 学長

学生証交付　右：学生代表　谷川 壽 氏
　　　　　　左：齋藤 昇一 学長

誓いのことば　左：学生代表　稲荷 安信 氏
　　　　　　　右：齋藤 昇一 学長
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―　第1回　講義・実技「介護予防の健康体操」―

講師　境 沙織 氏講師　西村 司 氏
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会員募集中！入会希望者は、十和田市老人クラブ連合会まで
☎０１７６－２５－８６３３

【
地
域
の
概
要
】

　

十
和
田
市
は
盛
岡
藩
士
の
新
渡
戸
家
が
三
代
に
わ
た
り
、
十
和

田
湖
か
ら
流
れ
出
る
奥
入
瀬
川
上
流
か
ら
三
本
木
原
大
地
ま
で
水
を

引
く
隧
道
工
事
等
で
、
不
毛
の
大
地
と
言
わ
れ
た
三
本
木
原
大
地
を

「
緑
と
太
陽
の
街
」
に
変
え
た
歴
史
の
浅
い
都
市
で
す
。

【
活
動
内
容
】

一
．
会
員
増
強
運
動

　

�　

市
及
び
市
町
内
会
連
合
会
と
連
携
し
て
運
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
、
２
つ
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
活
動
発
表
し
、

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
楽
し
い
サ
ロ
ン
活
動
が
注
目
さ

れ
、
今
後
の
活
動
に
期
待
で
き
ま
す
。

二
．
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

�　

開
催
46
回
を
誇
る
目
玉
事
業
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
運
営
委
員
、
市

老
連
役
員
が
準
備
に
２
日
が
か
り
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
個
人

競
技
と
、
47
ク
ラ
ブ
を
４
つ
に
分
け
団
体
競
技
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
に
団
体
競
技
は
盛
り
上
が
り
、
年
を
忘
れ
て
競
技
に
夢
中

に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
．
交
通
安
全
・
防
犯
大
会

　

�　

開
催
30
回
を
数
え
ま
す
。
高
齢
者
の
交
通
事
故
や
特
殊
詐
欺
の

予
防
と
啓
発
を
十
和
田
警
察
署
員
か
ら
寸
劇
を
交
え
た
講
義
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
恒
例
の
県
警
察
音
楽
隊
の
ス
テ
ー

ジ
は
圧
巻
で
す
。

四
．
元
気
は
つ
ら
つ
研
修
会

　

�　
「
健
康
づ
く
り
」
を
主
に
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加

型
で
、
身
近
に
で
き
る
運
動
や
講
話
内
容
で
、
終
了
し
て
か
ら
も

質
問
の
多
い
人
気
の
研
修
会
で
す
。

五
．
芸
能
発
表
会

　

�　

開
催
30
回
を
数
え
ま
す
。
市
長
を
迎
え
、
市
内
の
企
業
か
ら
協

賛
し
て
い
た
だ
き
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
生
き
が
い
づ
く

り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
は
出
演
者
の
高
齢
化
や
練
習

場
所
の
確
保
が
難
し
く
、
出
演
ク
ラ
ブ
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の

が
課
題
で
す
。

六
．
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
�　

開
催
26
回
を
数
え
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
と
し
て
人

気
が
あ
り
ま
す
。

　　

最
後
に
、
す
べ
て
の
活
動
に
長
い
歴
史
が
あ
り
、「
継
続
は
力
な

り
」
を
今
後
も
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
が
地
域

で
魅
力
あ
る
活
動
の
場
を
確
保
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
の
人
材
育
成
を
し

て
い
く
事
が
会
員
拡
大
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

～十和田市老人クラブ連合会～　会長　外山　忠男
クラブ数　４７　クラブ（令和２年４月１日現在）
会 員 数　１,１８９名（男性３８０名　女性８０９名）　高齢化率３３.3％

 仲間と築く健康で豊かな生活を…
十和田市
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西
千
刈
町
和
加
寿
会
の
設
立
は
昭
和
48
年
３
月

で
、
今
年
で
48
年
目
を
迎
え
ま
す
。
平
成
14
年
に

は
、
169
名
の
会
員
を
擁
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
93
名
で
す
。

　

和
加
寿
会
の
主
な
行
事
は
、
定
例
会
、
町
内
一

掃
き
デ
ー
、
西
滝
川
土
手
の
草
刈
り
で
す
。
平
成

20
年
か
ら
活
動
し
て
い
る
西
滝
川
土
手
の
草
刈
り

は
、
平
成
25
年
に
県
に
認
め
ら
れ
「
水
辺
サ
ポ
ー

タ
ー
認
定
証
」
の
交
付
と
土
手
に
立
派
な
看
板
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
の
励
み
と
な
り
、
毎
年
、

春
と
秋
の
２
回
、
草
刈
り
奉
仕
に
20
余
名
の
会
員

が
汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
会
、
忘
年
会
、
新
年
会
等
の
活
動

が
楽
し
く
、
口
コ
ミ
で
会
員
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

町
内
会
の
役
員
が
全
員
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
町
内
会
と
の
連
携
が
う
ま
く
い
っ

て
ま
す
。

　

近
年
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
会
員
が
減
少
し

て
お
り
ま
す
が
、
町
会
と
連
携
し
、
催
事
を
活
用

し
て
新
規
若
手
会
員
の
加
入
促
進
を
図
り
、
「
健

康
」
「
奉
仕
」
「
親
睦
」
と
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

楽
し
い
集
い
で
増
員
活
動

西
千
刈
町
和
加
寿
会（
青
森
市
）

会
長
　
工
藤
　
三
郎

会
員
数
93
名
（
男
性
39
名
、
女
性
54
名
）

水辺サポーター認定証交付
右から2番目：工藤 会長、3番目：故 関 前会長

左下：水辺サポーター制度看板

トランプ大会

１
分
の
詰
碁

　

黒
番	

（
週
刊
「
碁
」
提
供
）

　
　
　

（
解
答
は
15
ペ
ー
ジ
）

の
び
の
び
詰
将
棋　
第
21
回

　
　
　
　

【
選
題
】
本
田　

伸

【
ヒ
ン
ト
】
角
を
打
つ
場
所
に
注
意
。

（
解
答
は
15
ペ
ー
ジ
）

青森県老人クラブ連合会「囲碁サークル」では会員を募集中です。
お問い合せは青森県老人クラブ連合会まで　TEL 017-732-6492

銀

角
金

歩
香 龍

歩
銀
桂

金
玉

と
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生涯現役！ご長寿会員さん紹介

「
何
事
も
前
向
き
に
」

郷州　久子
（ごうしゅう　ひさこ）
大正11年１月１日生　98歳
　階上町老人クラブ連合会
　石鉢老人クラブ顧問

　

七
十
歳
ま
で
保
育
園
の
園
長
を
務
め
長

く
子
供
た
ち
と
毎
日
を
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。
友
人
か
ら
誘
わ
れ
老
人
ク
ラ
ブ
に
入

会
し
て
か
ら
二
十
八
年
に
な
り
ま
す
。

　

二
ヶ
月
に
一
回
あ
る
ク
ラ
ブ
の
定
例
会

で
は
、
誕
生
日
を
迎
え
た
会
員
の
お
祝
い

を
し
、
私
の
好
き
な
こ
と
ば
を
色
紙
に
記

し
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
き
ま
し
た
。
人
生
の

送
り
方
、
生
き
方
な
ど
を
十
年
以
上
続
け

ま
し
た
。
会
員
か
ら
も
大
変
喜
ば
れ
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ

で
す
。

　

何
と
い
っ
て
も
三
度
の
食
事
が
長
生
き
の
秘
訣
。
食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
、

野
菜
を
多
く
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
手
指
を
動
か
す
こ
と
も
大

切
。
昔
か
ら
編
み
物
も
大
好
き
で
、
社
協
で
実
施
し
て
い
る
介
護
予
防
教

室
（
趣
味
講
座
）
の
手
芸
教
室
に
も
二
十
年
以
上
通
い
、
た
く
さ
ん
の
仲

間
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
は
、
ひ
孫
の
服
作
り
に
挑
戦
中
で

す
。

　

毎
日
の
日
記
と
、
杖
を
つ
き
な
が
ら
で
す
が
、
家
の
周
り
の
散
歩
も
か

か
せ
ま
せ
ん
。
自
然
観
察
が
大
好
き
で
、
散
歩
し
な
が
ら
植
物
や
花
木
、

山
、
海
な
ど
景
色
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
定
例
会
や
サ
ロ
ン
で
仲
間
と
昔
話
を
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

昔
の
苦
し
か
っ
た
経
験
は
あ
ま
り
考
え
な
い
よ
う
に
し
て
、「
何
事
も

前
向
き
に
」。

　

も
う
十
分
長
生
き
し
た
け
れ
ど
、
百
歳
ま
で
一
日
一
日
を
大
切
に
、
家

族
や
仲
間
た
ち
と
仲
良
く
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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こ
こ
半
年
間
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
猛
威
は
収
ま
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

の
経
済
、
雇
用
、
生
活
の
ダ
メ
ー
ジ
も
回
復
す
る

様
子
も
見
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
対
応

の
不
手
際
や
河
井
前
法
相
夫
妻
の
逮
捕
、
森
友
・

加
計
問
題
の
後
味
の
悪
さ
、
桜
を
見
る
会
を
め
ぐ

る
疑
念
、
検
察
庁
法
改
正
案
で
の
ド
タ
バ
タ
劇
が

不
安
感
を
募
り
ま
す
。
ま
た
、
延
長
な
し
で
通
常

国
会
を
閉
じ
た
途
端
に
、
自
民
党
幹
部
か
ら
衆
院

の
解
散
風
が
吹
き
始
め
る
と
い
う
次
第
で
す
。
さ

ら
に
、
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
安
倍
自
民
党
総
裁
の

健
康
事
由
に
よ
る
突
然
の
辞
意
表
明
で
す
。
日
本

の
社
会
全
体
が
不
安
定
化
し
、
何
を
信
じ
れ
ば
良

い
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
私
は
昭
和
23
年
生
ま
れ
の
満
72
歳
で

す
。
戦
後
の
ド
サ
ク
サ
競
争
社
会
に
育
て
ら
れ
、

青
・
壮
年
期
ま
で
は
「
明
日
は
な
ん
と
か
な
る
だ

ろ
う
」
と
淡
い
幻
想
を
抱
い
て
過
ご
し
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
甘
え
の
精
神
構
造
」
に
満
ち
た
団
塊

の
世
代
の
人
間
で
す
。

　

昭
和
30
年
代
に
は
、
植
木
等
の
「
ス
ー
ダ
ラ

節
」
な
ど
を
唄
い
、
昭
和
40
年
代
に
は
、
ビ
ー
ト

ル
ズ
の
「
Ｙ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｄ
ａ
ｙ
」
「
Ｈ
ｅ
ｌ

ｐ
！
」
「
Ｈ
ｅ
ｙ　
Ｊ
ｕ
ｄ
ｅ
」
な
ど
を
口
ず
さ

ん
だ
も
の
で
す
。
昭
和
50
年
代
に
は
、
演
歌
の
魅

力
に
は
ま
り
、
美
空
ひ
ば
り
や
都
は
る
み
の
唄
に

惚
れ
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

老
年
期
に
な
る
と
、
健
康
寿
命
を
考
え
れ
ば
、

う
ま
く
い
っ
て
あ
と
10
年
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
も
死
を
意
識
す
る
年
代
と
な
る
と
、
生

き
甲
斐
を
仕
事
の
中
に
感
じ
た
い
と
、
よ
り
強
く

思
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
頃
は
、
阿
弥
陀
如
来
や
最
澄
大
師
な
ど
の

仏
教
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
伝
教
大
師
最
澄
が
亡
く
な
っ
て
、
ち
ょ
う
ど

１
，２
０
０
年
目
の
年
に
な
る
そ
う
で
す
。
「
一

隅
（
い
ち
ぐ
う
）
を
照
ら
す
、
こ
れ
則
（
す
な

わ
）
ち
国
宝
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
好
き
な
言
葉
で
す
。
一
隅
と
は
、
片
す

み
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
言
葉
は
「
片
す
み
の
誰

も
注
目
し
な
い
よ
う
な
物
事
に
、
き
ち
ん
と
取
り

組
む
人
こ
そ
尊
い
人
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
だ
そ

う
で
す
。
自
分
本
位
な
勝
手
な
生
き
方
で
は
な

く
、
自
分
の
こ
と
は
後
に
し
て
、
他
の
人
の
た
め

に
尽
く
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
さ
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
「
友
愛
・
奉

仕
」
活
動
そ
の
も
の
で
す
。
高
齢
期
を
楽
し
く
、

生
き
が
い
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
す
に
は
、
健

康
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
仲
間
と
支
え
合
い
、
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ゆ
く
、
こ
の
最
澄

大
師
の
教
え
の
言
葉
が
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

後
悔
し
な
い
人
生
を
歩
み
た
い
も
の
で
す
。
不

安
定
化
し
た
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
熱
い
想
い

が
大
切
な
宝
物
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
常
務
理
事

　
　
　
西
澤
　
正
規
　 

最
澄
大
師
の
教
え
と

　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
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　令和元年度に三戸郡、鰺ヶ沢町、浪岡地区で開催した健康福
祉大学校を受講した学生が、８月25日（火）青森市浅虫温泉
「南部屋・海扇閣」において同期会を開催しました。会長、事
務局含め、52名が参加しました。
　齋藤県老連会長あいさつ後、健康運動指導士　棟方　由美子
氏より「介護予防の健康体操」の講義・実技があり、頭と体を
使い、久々に大学校気分を味わいました。参加者からは、「久
しぶりの運動で疲れました。でも、人と触れ合い、運動をみん
なでやれることは楽しい」とのことで
した。
　入浴後、午後の交流会では、３地区
で撮った活動写真を映像で振り返り、
その後、食事をしながら余興の踊りや
話で交流を図りました。交流会では、
他の地区の老人クラブ活動を聞き、刺
激を受け、自分達にもできそうな活動
を取り入れていきたいとのことでした。
　あっという間に時間が過ぎ、またの
再開を願いながら終了しました。

青森県老連健康福祉大学校第24期生同期会

齋藤県老連会長

講師　棟方 由美子 氏

第 151 号	 青　森　県　老　連	 （12）



http://www.flower-travel.com/

１枚の切符から海外旅行まで

本社／弘前店 〒036-8053
　　　　　　 青森県弘前市大字和泉2丁目1－1
　　　　　　 TEL. 0172－26－2112（代）
　　　　　　 FAX. 0172－26－0808

五所川原エルム店
　　　　　　　 TEL. 0173－33－2122（代）
　　　　　　　 FAX. 0173－33－2133

青森店
　　　 TEL. 017－775－2735（代）
　　　 FAX. 017－775－2739

心をこめて贈ります
夢と思い

出を…
切符・パック商品などのお問い合わせ、お申込み
☎ 0172-26-2112（AM10：00 ～ PM5:30）

☎ 0172-26-2113（AM９：30 ～ PM6:00）
募集・団体旅行などのお問い合わせ、お申込み

※青森店へのお電話は弘前店へ転送されます。

■ JR、航空券、ノクターン等の手配
■ JR、航空券と宿泊のパック商品の手配
■ 海外パック商品の手配
■ 貸切バス、グループ旅行の相談、企画
■ 団体旅行、修学旅行の企画
　旅行のことなら何でもお気軽にご相談ください。

農林中央金庫青森支店様から「花の種3,000袋」寄贈されました
　令和２年２月26日（水）、
農林中央金庫青森支店様（伝
達者 須田次長）から、コスモ
ス、アスター、マリーゴール
ド等の花の種3,000袋の寄贈が
ありました。
　昭和53年から毎年寄贈を受
けており、全国運動「花のあ
るまち、ゴミのないまち」づく
りをすすめる運動の一環とし
て、各市町村老連を通し、単
位クラブへ配布しております。
　当連合会としても、農林中
央金庫青森支店様のご厚意を
ありがたく受けておりました
が、残念ながら今回で最後と
なりました。
　長年にわたり老人クラブ活
動にご支援、ご協力いただき
まして、連合会役職員、会員
より深謝申し上げます。

贈呈式　左：県老連会長・副会長・役職員
　　　　右：農林中金　須田次長

青森市：荒川二区八甲田長寿会 平内町：緑寿会
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老人クラブ活動のＰＲジャンパー等の貸し出し
　青森県老人クラブ連合会では、スタッフジャンパー、ベスト、
のぼり旗の貸し出しを実施しています。
　老人クラブ活動のＰＲや会員増強運動にご活用ください。
　貸し出し希望の方は、所属の市町村老連又は青森県老人クラブ
連合会（TEL017－732－6492）までご連絡ください。

県老連からのお知らせ

活動支援冊子を作成しました
お楽しみ情報
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

この冊子は赤い羽根共同募金の助成により作成しました 

いきいきクラブ青森  

公益財団法人 青森県老人クラブ連合会 

 

＜老人クラブ活動支援冊子＞ 

バス送迎付温泉施設バス送迎付温泉施設
お楽しみ情報 番号 市町村名 温泉施設名 頁 番号 市町村名 温泉施設名 頁

① 青森市 南部屋・海扇閣 3 ⑫ 平川市 大坊温泉 8

② 青森市 酸ヶ湯 3 ⑬ 平川市 福家 9

③ 弘前市 アソベの森いわき荘 4 ⑭ 外ヶ浜町 ホテル竜飛 9

④ 弘前市 星と森のロマントピア 4 ⑮ 鰺ヶ沢町 グランメール山海荘 10

⑤ 八戸市 グランドサンピア八戸 5 ⑯ 西目屋村 ブナの里 白神館 10

⑥ 八戸市 八戸シーガルビュー
ホテル 花と月の渚 5 ⑰ 大鰐町 正観湯温泉旅館 11

⑦ 黒石市 花禅の庄 6 ⑱ 鶴田町 つがる富士見荘 11

⑧ 黒石市 ホテルあずまし屋 6 ⑲ 野辺地町 まかど観光ホテル 12

⑨ つがる市 稲垣温泉ホテル花月亭 7 ⑳ 東北町 東北温泉 12

⑩ つがる市 柏ロマン荘 7 ㉑ 六ケ所村 スパハウスろっかぽっか 13

⑪ 平川市 柏木温泉 8 ㉒ 岩手県雫石町 加賀助 13

温泉施設名簿

①南部屋・
　海扇閣

⑫大坊温泉

②酸ヶ湯
⑬福家

③アソベの森
　いわき荘

⑭ホテル竜飛

④星と森の
　ロマントピア

⑮グランメール
　山海荘

⑤グランド
　サンピア八戸

⑯ブナの里
　白神館

⑥八戸シーガルビュー
　ホテル 花と月の渚

⑰正観湯
　温泉旅館

⑦花禅の庄

⑱つがる富士見荘

⑧ホテル
　あずまし屋

⑲まかど
　観光ホテル

⑨稲垣温泉
　ホテル花月亭

⑳東北温泉

⑩柏ロマン荘 ㉑スパハウス
　ろっかぽっか

⑪柏木温泉

㉒加賀助

― 2 ―

　今年３月に、老人クラブ活動のさらな
る活性化を図るため、会員及び非会員の
地域住民が参加しやすいバス送迎付き温
泉施設の情報誌を作成しました。

　冊子は、４月末に各市町村老連に送付
しております。新型コロナウイルス感染
拡大予防のため、活動を自粛されている
会員の方も多いと思いますが、活動再開
の際には是非ご活用ください。

訃　

報

　

故　

松
﨑
徹　

前
県
老
連
会
長
（
満
82
歳
）
は
、
令
和
２

年
５
月
３
日
に
、
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
26
年

（
２
０
１
４
年
）
５
月
か
ら
八
戸
市
老
連
会
長
、
平
成
28
年

（
２
０
１
６
年
）
10
月
か
ら
県
老
連
会
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

生
前
は
、
会
長
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
に
積
極
的

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
没
後
、
叙
位
叙
勲
と
し
て
、
従
五
位　

瑞
宝
小
綬
章
を
拝
受
し
ま
し
た
。

　

故　

木
村
留
次
郎　

元
県
老
連
副
会
長
（
満
91
歳
）
は
、
令
和

２
年
８
月
25
日
に
、
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
20
年

（
２
０
０
８
年
）
４
月
か
ら
弘
前
市
老
連
会
長
、
同
年
５
月
か
ら

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
６
月
ま
で
県
老
連
副
会
長
を
務
め
て

い
ま
し
た
。

　

生
前
は
、
副
会
長
と
し
て
精
力
的
に
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加

し
、
ま
た
地
域
の
世
話
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年

春
の
叙
勲
で
、
旭
日
単
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
分
の
詰
碁

（
週
刊
「
碁
」
提
供
）

【
解
答
】

　

黒
１
が
冷
静
。白
２
、

４
に
は
黒
５
で
、白
は

ａ
に
入
れ
ず
黒
生
き
。

黒
１
で
２
は
白
１
、黒

ｂ
、白
ｃ
で
こ
れ
は
黒

死
。
黒
１
で
ａ
は
白

２
で
黒
死
。

の
び
の
び
詰
将
棋　
第
21
回

【
選
題
】
本
田　

伸

【
解
答
】

３
一
銀　

３
二
玉　

２
三
角　

４
三
玉

５
四
金　

同　

銀　

３
三
龍　

同　

玉

３
四
金　
　
　
　
　
　

ま
で　

９
手
詰

【
解
説
】

　

初
手
は
銀
を
打
ち
、
角
を
残
し
ま
す
。
３

手
目
２
三
角
が
「
限
定
打
」
と
い
う
手
筋

で
、
１
四
か
ら
打
っ
て
合
駒
を
稼
ご
う
と
す

る
の
は
、
４
三
玉
で
続
き
ま
せ
ん
。

　

２
三
同
玉
は
２
二
金
以
下
な
の
で
、
や
は

り
４
三
玉
と
か
わ
し
ま
す
が
、
そ
こ
で
５
四

金
捨
て
が
妙
手
。
同
玉
は
、
角
の
利
き
が
生

き
て
４
五
龍
が
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

編
集
後
記

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
各
市
町
村
老
連

で
は
い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
中
止
と
な
り
、

活
動
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
や
居
場
所
づ
く
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。
３
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）

に
気
を
付
け
な
が
ら
、
楽
し
く
活
動
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。	

（
事
務
局
）

■童謡・唱歌
　荒城の月、夏は来ぬ、
　浜千鳥、村祭りなど
■歌謡曲
　丘を越えて、リンゴの唄、
　昴、きよしのズンドコ節
　など
■民謡
　ソーラン節、東京音頭、
　五木の子守唄など

●A5判（縦）
●全122ページ
●定価500円（税別）

シニア世代の

みんなの歌集
全国老人クラブ連合会が

高齢者の立場で選んだ80曲を収録

お申し込みは、所属市町村老連まで

会員章のお問い合わせや申込みは、所属市町村老連事務局
または県老連まで。なお、従来型の会員章もございます。
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・ホール収容人数
【フルオープン】２００名様まで（全席イス席）
【サブホール】　　５０名様まで（全席イス席）
・駐車場完備
　１００台駐車可能
・安置施設有
【サイレントルーム】故人様と共にお過しいた
　だける施設です。
・各室冷暖房完備、全館バリアフリー
・通夜ぶるまい、駐車場誘導はホールスタッフ
　が行いますのでお手伝いは不要です。

ご安置から、お通夜、ご葬儀、ご会食まで、
故人様を心おだやかにお送りできますよう、ご葬儀の一切をご自宅に代わって執り行える総合葬祭施設です。

宗旨を問わず、家族葬から、一般葬、社葬まで大・小規模のあらゆるご葬儀にご利用いただけます。
故人様を心おだやかにお送りできますよう、ご葬儀の一切をご自宅に代わって執り行える総合葬祭施設です。

宗旨を問わず、家族葬から、一般葬、社葬まで大・小規模のあらゆるご葬儀にご利用いただけます。

最大収容
200名

葬儀式場
上質で人のぬくもりと優しさを感じる
空間をご用意いたします。大切な人と
の最後の時間をゆっくり、お過ごしい
ただけます。家族葬から社葬まで、幅
広く対応させていただきます。

ロビーエントランス
気品溢れるモダンデザ
インのロビーで、ご会
葬の方々をお迎えいた
します。

サイレントルーム（故人安置室）
故人様のそばでゆっくりお過ごしいただ
ける安置室をご用意いたします。専用の
出入口を設けるなど、細やかな配慮をさ
せていただいております。また病院から
直接お入りいただく事も可能です。

サイレントルーム入口

ホール

家族室

小さな掛け金　大きな安心　ゆうネット
互助会員募集中

月々５０００円コース（４５００００円）
月々３０００円コース（２７００００円）
月々１０００円コース（　９００００円）
◎ゆうネットホール大野が会員価格でご利用になれます。
◎withホールやまみちを会員価格にてご利用になれます。
　例　メインホール２日（非会員）120,000円（税別）→（会員）80,000円（税別）
　例　サブホール　２日（非会員） 80,000円（税別）→（会員）50,000円（税別）
　例　サイレントルーム（安置施設）１日
　　　　　　　　　　　（非会員） 36,000円（税別）→（会員）24,000円（税別）

◎葬儀の場合、祭壇が通常価格の10％割引とお得です
◎返札品（香典返し・引出物）が10％割引になります
◎お供物（生花・盛篭）が、いつでも10％割引となります

会
　員
　特
　典

■アクセス：青森市営バス→南旭町停留所下車→徒歩１分

旭町通り
マエダストア●

古川小● ●デイリーマート

●青森県庁◎

●山道葬儀造花店本社

7 4

JR青
森駅

文

甲田中●文

青森中央大橋

●青森県信用組合旭町支店

●青森金沢局〒

浪
館
通
り 旭町地下道

“もしもの時の安心コール”年中無休３６５日・２４時間受付

0120－22－7785☎
㈲山道葬儀造花店
〒030-0862 青森市古川3丁目15-17（旭町地下道北入口）

TEL.017-776-7785　FAX.017-776-2050
〒030-0851 青森市旭町1丁目2-9

TEL.017-776-8811　FAX.017-752-8711
〒030-0847 青森市東大野2丁目11-4

TEL.017-739-0983　FAX.017-739-0988

ゆうネットホール大野

　青森銀行
●古川支店
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～～青森県からのお知らせ～～

　毎年、山菜採りやキノコ採りの遭難事故が発生

しており、今年は８月末現在で３６人の方が遭難し、

うち５人の方が亡くなっています。山へ出かける際

は、万が一に備え、次のことに注意しましょう。

　・食料、雨具、携帯電話等を持って行く

　・必ず家族に行き先などを知らせる

　・二人以上で出かけ、早めの下山を心がける

　・服装は目立つ色にする

また、山でクマにあわないために、鈴や笛、ラジオ

などを身に着け、クマよけ対策をして楽しんでくだ

さい。

気象情報や火山情報にも十分注意しましょう。

大切な命を

守ってね♪
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※ご記入いただいた個人情報は、当組合の提供する商品・サービスに関する情報の提供等に利用させて戴きます。

お申込日： 年 月 日
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本社 十和田営業所 青森市大字新町野字幾田２－２８ 

TEL 017-738-6000 TEL 0176-23-5155 
十和田市東二十一番町１５－１８

（19）	 青　森　県　老　連	 第 151 号



印刷のことなら

〒030－0803　青森市安方２丁目17－3
☎ 017－777－1388　FAX 017－735－5982
自分史・画集・写真集・俳句集・短歌集・川柳集・詩集

楽しく相談♪

一
般
印
刷・

カラ
ー印刷・デジタル

印
刷

出
版

物印刷・デー
タ管

理
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